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 プオイ・ウンパーコーン図書館二階のレ ア トを変更する。二階では、貸出サービス 資料相談サービス、音響映像サ ビス、複写サービスを提供し、コ
ンピュータルームや、外国語図書、学位論文、参考図書、雑誌、新聞を収納する書架を設置する。
◦
 タイ語の図 はすべてプオイ・ウンパーコーン図書館三階へ移動させる。
◦
 プオイ・ウンパーコーン図書館の外観と内装を整える。
●長期復旧計画　
タマサート大学では、ラ シッ
ト校周辺に洪水に耐えうる擁壁を造設する予定である。また、タープラチャン校はすでにタイ政府によって、ラタナコーシン・アイラ
浸水後のランシット校図書館。壁に水跡が残る
改装後のプオイ・ウンパーコーン図書館。図書は二階以上に収納
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ンドという歴史的保護区域に指定されている。　
二〇一一年の洪水の被害を受け
たタマサート大学図書館や他の研究機関は、長期的な復興計画を策定する めに会合を重ねている。時間の経過とともに、紙媒体資料はいずれ消耗して失われていくことになる。重要な文書や他の情報フォーマットの電子化は、こうした資料を保存し、利用可能な状態にしておくために有効な手段である。電子化した図書館のコレクションは、保管場所を選ばず、さらには正確な複製やオンラインによる手軽な閲覧が可能になる。また、洪水被害その他の災害に対する保証にもなり、災害により図書館が閉鎖された際にも、引き続き蔵書を利用することができる。●
 二〇一一年大洪水の情報拠点として
　
現在、 一一年の に関
する情報は、ウェブサイト「タマサート・デジタル・コレクション」（h
ttp
://b
e
y
o
n
d
.lib
ra
ry
.tu
.
ac.th/cdm
/ ）で閲覧できる。こ
れは、当図書館が 拠点として社会に対する責任を果たすべく、可能な限り収集した大災害に関す
る歴史的記録である。 今日までに、洪水の歴史や各地域の洪水被害の経過の情報を正しく残すため、様々な情報源からニュースやデータを収集し、蓄積している。
注：本稿はチューマン、シーチャン両氏の執筆によるものだが、二〇一三年一月に石井美千子、二〇一一年一二月に小林磨理恵が同大学図書館を訪問した際に得た情報に基づき、若干の補足を行った。
（
C
hum
an
T
hirakit ／タマサート大
学図書館図書館整備課、上級司書、S
richan
C
han
cheew
a ／タマサー
ト大学図書館前館長）
　「タマサート・デジタル・コレクション」（http://beyond.library.
tu.ac.th/cdm）は、①タイ民主化センター、②タマサート大学学術
論文、③タマサート大学洪水の歴史2012、④タマサート大学史コレ
クション、⑤TRF（タイ研究基金）の研究という5つの分野からなる。
それぞれの分野には、PDF、ビデオ、写真などの電子媒体がアップロー
ドされており、分野別に資料を検索することが可能である。
　5つの分野のひとつ、「タマサート大学洪水の歴史2012」には、多
様な新聞やウェブサイトから集められた洪水発生時やその前後に配信
されたニュース記事が、PDF形式で蓄積され、公開されている。ダウ
ンロードや印刷も容易にできる。それぞれの資料には、タイトル、主
題、抄録、著者、出版社、発行日などの情報が付与されている。主題
や発行日を限定して検索することもでき、洪水に関する情報を収集し
たい場合に大変便利である。ニュース記事はタイ語で執筆されたもの
が大部分であるが、タイ語が分からない方もビデオや写真から洪水の
インパクトを感じ取ることができるだろう。是非ご活用いただきたい。
「タマサート・デジタル・コレクション」のご紹介  
「タマサート・デジタル・コレクション」のウェブサイト画面
2011年タイ大洪水とタマサ トー大学図書館
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